
第 1.3 版（2023 年 12 月 01 日） 

 

「顕微授精単独および人為的卵子活性化を併用して 

生まれた子どもの健康と発達に関する予後調査」 

に対するご協力のお願い 

 

この度、当院は受精障害の患者さんに対して卵子活性化（Artificial Oocyte Activation : AOA）を

伴う顕微授精（Intracytoplasmic Sperm Injection : ICSI）により出生した児と ISCI 単独で出生した

児の発達調査を行い、AOA の安全性を評価する慶應義塾大学医学部産婦人科学教室の研究に

情報提供させて頂く事となりました。 

児の発達評価のために J-ASQ-3 によるアンケート調査を行うため、すでに取得させて頂いてい

る住所に書類を送付させて頂く事となりますのでご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

また、お引越しに伴い書類が到着しない場合は、当院に登録されている連絡先にお電話させてい

ただく場合がございます。 

この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は 10 分程度の J-ASQ-3・アンケート

にお答え頂く以外に一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くしま

す。  

なお、住所、電話番号の利用に関して同意いただけない場合は後記の担当部署に 2024 年 2 月

29 日（木）までにその旨をお申し頂ければ利用致しません。特段の申し出がない時は、ご同意頂

いたものとして扱います。なお、この申し出は後に撤回・変更することができます。 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。また本研究の対象となる方また

はその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）より、情報の利用の停止を求め

る旨のお申し出があった場合は、適切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願

いいたします。 
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